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1 課題について

「子どもの貧困の潜在化」の進行

平成27年度に総務省が実施した「就業構造基本調査」のデータによると、本県の子ども
の貧困率は19.5％で全国平均の13.8％を上回り、ワースト６位である。

1 沖縄県 37.5%
2 大阪府 21.8%
3 鹿児島県 20.6%
4 福岡県 19.9%
5 北海道 19.7%

6 宮崎県 19.5%

7 高知県 18.9%
8 青森県 17.6%
9 和歌山県 17.5%
10 京都府・熊本県 17.2%

全国 13.8%

都道府県
ワースト
順位

貧困率
○貧困の連鎖による社会的損失の拡大
生活保護費や医療負担の増加だけでなく、納
税者の減少にもつながるため、負の相乗効果
により大きな社会的損失をもたらす。

○家庭環境の悪化による子どもの意欲の低下

経済的に困窮したり、生活が不安定であった
りすることで、自己肯定感や将来への希望が
持てず、学習意欲などの低下につながり、結
果的に子どもの可能性を奪ってしまう。
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2 計画の策定について

実態把握とニーズ調査・分析⇒整備計画策定

平成29年７～
８月

• 小・中学校等へのアンケート調査を実施

• 【アンケート回収結果】

• ①小学６年生：１，４４１件 ②中学３年生：１，５１８件 ③保護者：３，３２３件

現在

•生活支援、学習支援等の具体的なニーズの調査・分析（整備計画の基礎）

•個別ニーズに対応するため、地域や事業所で学習支援活動を実施している団体や居場所、食事の
提供等を数量的に把握する

•整備計画の策定すべく、「庁内専門部会」や「子どもの未来応援協議会」を設置

今後

•今後、パブリックコメントを実施し、今年度中に整備計画策定予定
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＜基本理念＞ ＜基本方針＞

3 施策の考え方について
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子どものための教育の支援

子どものための生活の支援

子どものための経済的支援

保護者に対する生活・就労
支援

① 「学校」をプラットフォームとした総合的な対策の展開

② 幼児教育の無償化の推進及び幼児教育・保育の質の向上

③ 就学支援の充実

④ 大学等進学に対する教育機会の提供

⑤ 生活困窮世帯等への学習支援

⑥ その他の教育支援

① 関係機関が連携した包括的な支援体制の整備

② 子どもに対する生活支援

③ 子どもに対する就労支援

④ 支援体制の充実強化

⑤ その他の生活支援

① 生活を下支えする手当等

② その他の経済的支援

① 保護者に対する生活支援

② 保護者に対する就労支援

＜対策の４つの柱＞ ＜施策＞
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【資料１】
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【資料２】
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【資料３】


